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ー 知識科学教育研究センター業務の報告
一 一一

日知識科学教育研究セン書ーの技術職員の業務
下記の量覇ごとにサービス向よへの取り組みについて組合

1知識創造支援システムの管理・維持
2研究科講義室と特別室の管理・維持

知蹴科学教育研曳センター
2田9年7月3目辻誠樹

醐↑一

1知識創造支援システム(1/2)

1-1概要

知隊創造支援システムとは、知鵬科学研東科で'.宵f寄班活刷に必要なものをまと
めて調達噂λするもので、各カテゴリーにおいてさまざまな積置が噂λされており‘
その管理は知強制学像育研現センターで行っている.
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技術珊員1ft日常的に管理しているもの
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1.知識創造支援システム(2/2)

1-2. 20四年庫中のサービス向上への取り組み
・ 回年4月 M.伽b金掌ザーピス開鎗

情報栴皐センターと畑悌斜... 宵研兎セシ~.ーでそれぞれ管理していたライセンスを畿合し、
知・輯早象育研現世シ，マサピスを聞倫.

0・"，月情報知蘭制学研斑桝向けのタミナルザ-"σ"関、M凶・bをインストルし刺用
環境を・えた.

・ 08年7月 ..LANにてゲスト開 SSIDQJサービスをテスト簡に闘鎗.

本学で.学併の方も・却するようなイベント..闘えば研究会な~.が開催される止を1=・加者。
方'"館組'"'"を欄聞で者るよラにする@が目闘である.

セキュリティヘE曙」ゲλト向けt1JSSIDには‘事用"IPアト・レスセグ必冷を周.し;た.

2.研究科講義室と特別室(1/5)

2-1概要

知聞医科学研寛科叩蘭輯宣と特別宣そしてパソコンルーム牢どの曹理は、知

陣科学教育研究センターで行っている.

爾橿室(中陣.室、 K1阻、回K4)
コラポレーションルーム{コラポk弘3)
デシ白出トム(1.2)
電算室
電気工作車
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2.研究科講義室と特別室(2/5)

2-2.2回8年度中由サービス向上へ白取り組み

(1)構瞳室K1阻、問K4とコラポレシヨンルム1..2..3 
四年2月プロジzタタ (42田 m.WXG叫更翫

09年3月ブロタヱクター(田OOlm.WXGA):夏衝

コラポ唱については..・LAN対応のものを噂入.

コラポ3

2.研究科講義室と特別室(3/5)
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2-2.2凹8年度中田サービス向上へ白取り組み
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(2)電車室

-曲年7月ネヲトワーク構成をII更し
ルータによるフィルターの霞定を可飽
!こした.
以前l志、民肢などでパソコン〈開港
学肉@ネットワ タから切り隠したいと
きには、隼生に PC本体から LANケ
フルを複いてもらっていたが、その手
聞を解泊するために、ルータ土でコイル
ターを設定することによって.同1台ご
とにネットワークへのアクセス制眼前で
きるようネヲトワータの織成を夜更した.
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2.研究科講義室と特別室(4/5)

2-2.2008年度中由サービス向上への取り組み

."年..パソ::::J:'-OJ宣街
・伺年'.パソコン管理νフトウェア@吏書房
パソコンを・理するソヲトウ.7を.... した.
以前の管理:ゾフトウエ?でも，0，コシにインストールする。Sやアプリケ」ショシの
.竃をするには開・出なかったが.新しいνフトウエアに"'.
目'J司E トから管理対・のパソヨン伊C)の冒酉@宅ニタや操作がマきる信情や
管理対象陀@ログを収訓障する.値など
優れた底があヲたので.簿入するζkになった.
り宅ートからPCCD.作析できる・・IIlt.以下@ように便利である.
目..中に先生は学生さんの実習の謹櫛嚇況の祖包訴できる
管理者は.PCO>量定変更@作a臨時聞の短・ができる
電算書

院 l

2.研究科講義室と特別室(5/5)

2-2.2凹8年度中田サービス向上へ白取り組み
・曲年3月プロジェタターの配織を直E
プロジェタターが噌霞され.1提示議置が4敏之なった@で、映・スイツ子守ーを'.)..L..
プロジェタター..，そして.プラズマディスプレイにはそれぞれ別々 d)iIj;を寝示できる
ようにした. 町…-…・…
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